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             表１ 参考論文（先駆研究）の内容 
参考論文１ 参考論文 2 
1.1 古代西洋史につい
ての 






































  （PQ5 と 6,7（日本高校教科書、欧州共通教科書、アメ
リカ大学における経済史テキスト） 


























2.10 古代オリエント文明の科学と技術（PQ 7） 

























 参考論文 1と 2によって 1.1の疑問はどの程度解明されたかをまとめると以下の表２
の様になる。 
  
              表２  解明された事柄 
PQNo. 参考論文１ 参考論文 2 註 
１ ◎     ◎    石器時代にも大きな技術上の進歩があった 
２ ○ ○    地球の温暖化と乾燥化 
３ ○     ○   栽培に適した植物（麦）の自然天水農業より灌漑 
         農業への脱出           
４ ○ ○    奴隷社会ではない 
         生産人口は圧倒的に自由農民 




６ ○     ◎    古代の科学・技術も合理的なもので近代と全く同質 
         であり異質なものではない 
７ ○ ◎    古代の科学・技術は呪術と全く関係ない（日食、                  
         月蝕の正確な予知も可能）  
 
結局、PQ1, PQ5 および PQ6, PQ7 は参考論文に示す証拠によって解決された。やや詳
細な補足説明を参考論文 1，2 より引用する。 
 
 
PQ1 ： 石器時代（石器時代は原始時代か） 







(g) 道具を作るための道具（石器）の開発     
  となる（参考論文 1（Ⅱ）、（参考論文２） 









誕生は仮に 60 万年前としても、実に 59 万年間は旧石器時代の蒙昧









































  一方、従来の説では石器時代は次の様に説明されている。「人類の誕生は仮に 60
万年前としても、実に 59 万年間は旧石器時代の蒙昧な時期で、わずか 1 万年の間
に急激に人類文化は進歩し・・・それは長生夢死の生活を重ねてきた人類が・・・」 
 
(杉 勇 ： 岩波歴史１古代１、ｐ６(1969)3)。これが一般的見解であるが明らかな誤
りである。正しくは“石器時代は原始時代ではなく石を素材とし、その素材の限界内で
最も高度に発展した社会である”と理解すべきである 1,2。 
(参考論文１、Ⅱ、参考論文Ⅱ.2 、表 1、表２) 
なお、1964 年に富村伝（大阪市立大学出身）は「原始時代後期の文化は獲得経済の枠
内で、最高度に発達した文化であると述べた（ただし、これ以上の議論や証拠はないが）。 
この様に PQ1 は参考論文 1,2 で完全に否定された。 
 







PQ6:  現代社会に生きる古代文明；現代と古代 
 連続性を示す証拠（22 の項目のみ列挙） 
 





術は先程の共通性質の集積（know-how）である。（図１参照 2  
 
                        
                       合理的帰納 
自然    観察・実験   共通的性質      科学理論 →予測 
                 集積       修正 
                 技術             実験 
 

























本の p239-240 や発表論文リスト articleの No.66 など）。また、
著 書　The Sumerians ; Their History, Culture, and































































































２．素性の明らかな（例えば、Louvre ルーブル美術館所蔵の stela に刻
まれたHammurabi法典）上記の法典で読解可能な cuneiform で書
かれた script（ideogram（表意式）cuneiformscript）を写真コピー
する。この（photographed ideogram cuneiform）を phonogram
cuneiform（表音式 cuneiform）に変換（transliteration）する。次
いで、これを Sumer 語（Ur-Nammuと Lipit-Ishtar 法典）または
Akkad 語（Eshnunna と Hammurabi 法典）の条文に書き直す。






































  Ideogram             Photographed       Phonogram        Sumerian   
   cuneiform              ideogram            cuneiform         or 
   script                  cuneiform                             Akkadian 
 
  on black diorite                             (transliteration) 
  stela (in the Louvre Museum) 
 
                        
            Japanese         English          Analysis 
       （飯島）      （上出）      （上出） 
 
                   図 2 根源資料の処理 
 







  得られた研究結果を論文集 Part0~PartⅧとしてまとめた。 
   
  題目 Four Ancient Mesopotamian Law Codes Including The Hammurabi Law  
Codes ;Morphological, Anatomical and Statistical Analysis 
 
  （原題目）Morphological. Anatomical and Statistical Analyses on the Four 
Ancient Mesopotamian Law Codes Including The Hammurabi Law 
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     表２－１      法典の解析例 
解析例        得られた知見(結果) 
1.読解可能な全条文数（PⅠ）* 法典のサイズ （読解可能な論文の決定法） 
2.カアテゴリー数（PⅠ） 法典のカバーする領域（カテゴリーの分類法） 
3. ４法典間の類縁（PⅠ） 先行 3 法典の H-Law への影響：条文の移転の程
度 
（類縁性の決定法） 




6.比較法制史的解析 ４法典間の比較と 4 法典と現代法典の関係 
7.法典に出てくる社会、階層（P
Ⅰ）：（種類の数） 
   （種類の出現頻度） 





9.各社会階層の機能 a. 王、awilum（Iu2と awilum） 
















13.裁判の手続き FigⅢ-2   
告訴(判事調査)→→受理→→原告（証拠、証人）→ 























     表２－２  法典の解析例 
    解析例     得られた知見(結果) 
19.古代メソポタミアの 4 つ 
の法典は報復法か？ 
▪TableⅢ-12：報復法は H 法のみ 



















25. 正妻を離婚（H 法典） 
 
 
 H 法典では妻からの離婚 




裁判所が調査の上許可する（TableⅢ-25 の Reason３） 
 
26．家族構成のタイプ（4  
  津の法典） 

































        表２－３   法典の解析例 
    解析例 得られた知見(結果) 
33.通貨としての大麦と銀の 

















36.商人と地主の役割 Chart Ⅵ-1 
























 2 耗作へ） 
① 原因；灌漑農業の導入による生産方式の変換（小





















4.各種職業の発生（Table Ⅱ -13a~Table Ⅱ 13b）
5.職業の発達の経路（pass）（Table Ⅱ -14）
6.法概念の発現（Step（1）→ Step（7）（Ⅲ -3.1））



































　裁判（Part Ⅲ、5.1~5.2）: すでに 3,800 ～ 3,900 年以前（Hammurabi）
に、法に基づく裁判が公開の原則の下に開かれ、裁判官が取り仕切っ
た。裁判官の任務が規定された。Double jeopardy は禁止された。
偽証（perjury）も罰せられた。3,800 年以前すでに、suit, judge, 






































よ り も さ ら に 800 ～ 1,000 年 も 古 い「Mesopotamia 文 明（Old 
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